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介護状況	 1.介護が必要な人はいない	 2.家庭内介護を行っている又は受けている	 	 
3.施設に通っている又は受けている	 4.施設に入所している	 
過去1か月間の健康状態	 1.最高に良い	 2.とても良い	 3.良い	 4.あまり良くない	 5.良くない	 	 
6.全然良くない	 







周囲との人間関係	 1.大変満足	 2.満足	 3.不満足	 4.大変不満足	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 けている”の〈介護あり〉でカテゴリ化した．	 
これ以外については，過去１か月間の健康状態：1.









































































男性 51.0 55.4 0.33
女性 49.0 44.6
2人 45.1 17.0 0.00
3人 15.3 35.8
4人以上 39.6 47.2








健康 72.3 60.0 0.05
不健康 27.7 40.0
信用できる 84.7 83.9 0.51
信用できない 15.3 16.1
半分以上付き合いがある 84.2 76.4 0.12
ごくわずか 15.8 23.6
家族以外で頼りにできる人
いる 82.9 91.1 0.08
いない 17.1 8.9
周囲との人間関係
満足 85.9 94.5 0.05
不満足 14.1 5.5
祭りへの参加
































50代 4.49 1.46 13.80 0.01
60代 3.27 1.02 10.52 0.05
70代- 2.02 0.62 6.53 0.24
2人 1.00
3人 7.80 2.91 20.89 0.00
4人以上 4.63 1.86 11.55 0.00
健康状態
健康 1.00
不健康 3.00 1.43 6.27 0.00
家族以外で頼りにできる人
いない 1.00
いる 2.16 0.68 6.82 0.19
周囲との人間関係
不満足 1.00
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 今回の調査では，B地区の住民同士の関係性やインフ
ォーマルサポートの量・内容，介護に対する B 地区の
捉え方の詳細を把握するには至らなかったが，“近隣に
頼らず家族で介護を行う”ことが主であることが示さ
れた．しかし，家族には介護の負担がかかり，高齢者
同士の介護には限界があることから，近隣の支援に対
するニーズは潜在的に存在すると考えられる．B地区の
自宅での介護に対する考え方や家族自身の介護に対す
る考え方を尊重しつつ，インフォーマルサポートとし
て近隣の支援の発掘と養成を行うことが求められる．
また，発掘の際にはサポートの質や定量的な指標によ
る詳細な検討が必要である．	 
	 
７.本研究の限界	 
	 要介護者のADLや認知症の程度，要介護度のランク，
介護保険サービスの利用状況を把握していなかった．
介護の必要度とともにそれをフォーマルサポートでど
こまで支援がなされているかで，近隣に支援を求める
かどうかも異なる．また，介護者について主介護者そ
れ以外の介護者の区別をしなかった．介護者の負担の
内容と量によって，介護者のニーズは様々である．主
介護者に限定して，近隣との関わりを調査する必要が
あった．B地区に存在するインフォーマルサポートと要
介護者・主介護者の状況を把握した上で近隣の支援の
必要性や関わりについて把握することが今後の検討課
題である．	 
	 
８.結語	 
山間過疎地域において自宅での介護の有無と近隣と
の関わりについて検討した結果，	 自宅での介護ありは，
50代，60代で多く，同居の家族数では，回答者含めた
人数が3人，4人以上で多かった．また，家族以外で頼
りにできる人がいて，周囲との人間関係に満足してい
る者が多く，健康状態では，不健康とする者が多かっ
た．自宅での介護には，年代，同居家族数，健康状態
が有意に関連していた．	 
	 
本研究にご協力いただきました B 地区の住民の皆さ
ま，A市の職員の皆様に心より深く感謝申し上げます．	 
（受理2012年3月8日）	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